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水損史料の応急処置実習
　　　　　　　　　　　　河野　未央
　尼崎市立地域研究史料館で嘱託職員として勤め
ている、河野未央です。よろしくお願いします。
　今回のようなワークショップをするようになっ
た経緯をご説明いたしますと、2004 年の台風
23 号が上陸したときに、兵庫県北部や京都府の
ほうで被害がありまして、歴史資料も水害によっ
て被災しました。その被災した史料を救出した後
の処置が問題になりました。震災で被災した史料
でしたら乾いていますので、泥を払う程度のケア
で大丈夫なんですけど、水害で被災した史料とい
うのはとてもそのまま置いておけなくて、史料自
体がカビ・細菌等により劣化していってしまうと
いうような状態でした。そこで、早い処置が必要
だということになりました。当時私は事務局員と
しておりました。松下正和さんや木村修二さん（地
域連携センター研究員）などは被災地で調査をさ
れまして、私はその後方支援として、調査の結果
発見された被災史料のケアをするという役割分担
をしておりました。
　前置きが長くなってしまいましたけれども、基
本的にこのワークショップは学生さんですとか、
あるいは市民の方々などを対象に実施しており
まして、「地域の史料にもしものことがあっても
自分たちの手で救えるようにしよう」とワーク
ショップを通じて呼びかけております。
　水に浸かった史料というのは、基本的に泥まみ
れになってしまうんです。その泥まみれになった
史料を見たら、「これはだめだ」と思われる方が
多いと思います。だからまずは、「そういう水に
つかった史料でも適切な処置を施せば修復は可能
だ」ということを伝えております。それをするこ
とによって、歴史資料が廃棄されてしまうことを
まぬがれるのではないかと思っています。ただ、
「捨てなくて大丈夫なんだったら、どこに連絡し
たら救ってもらえるのか」ということがわからな
いと思うので、次に「救ってもらえる機関はある
んですけれども、実は身の回りにある物品を利用
して非常に簡単に処置ができるんですよ」という
ことをお伝えしております。
　何でこういうことを言って回っているのかとい
うと、「専門家じゃないと史料が扱えない」「私た
ちではもうどうしようもない」というふうに考え
ると、いざ災害が起きたときに地域の史料は捨て
られていってしまうんです。そんなことはなくて、
例えば、公共の場に設置されている AED を使え
ば、自分たちの手で人の命を救うことができるの
と同じように、史料も救急措置の方法さえ知って
いれば、専門家でなくても救えるし、最低限のこ
とはできるんです。つまり、必ずしも「医者」で
ある必要はなくて、史料の救急救命さえできれば、
あとは専門家と相談しながら何とかその史料の生
きていく道を見つけられるわけです。
　じゃあ、実際に守りたい歴史資料・記録があっ
たとして、災害などもしものことが起きたときは
誰がどのように守るのかということなんですが、
文化財担当であったとしても、自治体職員は守れ
ない可能性があるわけです。なぜなら、自治体の
市民の安全やライフラインの復旧がまず優先され
ますので、文化財はどうしても二の次にされるか
らです。もちろん学会やボランティア団体、史料
ネットワークでしたら、学生や研究者、それから
市民の方々などが活動しているんですけれども、
やはりまとまった人材を被災地に派遣することは
なかなか難しいわけです。特に風水害の被害の場
合は迅速性が求められますので、救おうと思う人
がたくさんいても難しい状況にあります。
　風水害による史料の被害というのがなぜそんな
に迅速性が必要かということですが、史料が水損
する可能性というのは風水害以外にも、火事の消
火活動や積雪、あるいは津波など、たくさんあり
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ます。風水害の場合は被害の範囲が非常に広域的
で、膨大な量の史料が一度に被害に遭います。家
が丸々１軒被害に遭う場合だってあるわけなんで
す。それが１軒だけならまだ何とかなるんです
けれども、何軒も出てくるような状態になりま
す。本日のワークショップでは水道水を利用しま
すが、実際は河川から流れ込む濁流によって史料
の被災がおこります。この濁流は、普通の泥水と
違いまして、泥が粒子状になっているんです。だ
から、史料がきれいに茶色に染まるような状態に
なってきます。単に河川からの水だけではなく
て、下水道から溢水した生活排水に浸かるという
こともございますし、あるいは鉄砲水やそれによ
る土砂災害などによって史料が破損します。わか
りやすく表現すれば、史料は汚水によって被害に
遭うわけです。さらに悪いことに、風水害の被害
は主として夏におこります。台風がやってくるの
も夏季ですし、温度が高い時期に被害に遭うこと
が多いのです。そうすると、史料はどうなるかと
いうと、当然カビが生えてきますし、細菌やバク
テリアがどんどん繁殖して、史料そのものが腐敗
してくるというような事態が生じてしまいます。
ですから、風水害で被害に遭ったとわかったとき
には、非常に早急な措置が必要になります。
　一般的には、48 時間から 72 時間の間にマイ
ナス 40度以下の凍結処理を行なうのが望ましい
と言われておりますが、膨大な数の古文書を一度
に冷凍保管できる場所があるかどうかということ
が問題になります。万一場所があったとしても、
いざ災害が起こった時にそこで保管できるかどう
かは別問題です。その代替措置として、「家庭用
の冷凍庫でも可能ですよ」と申し上げてますけれ
ども、やはり水害に遭った地域では停電の可能性
もあります。また、現地で保管できなかった場合
にはどこに搬送すればいいのかという新たな問題
が出てきます。そういうときに何とか手を施せな
いかということなんです。
　ワークショップではどうしてもお伝えできない
ことがあります。それは何かというと、「臭い」
なんです。史料からものすごい臭いがして、それ
が部屋じゅうに充満してるような感じになってき
ます。水損史料が救出されて、大学に搬送され
て、どのようにして乾かしていこうか、というこ
とになりました。私たちが考えたのは２つです。
１つは、ボランティアによる手作業での乾燥作業
で、私が担当させていただきました。もう1つは、
松下さんが進められていた、大量の文書を一度に
乾かすことができる真
しんくうとうけつかんそうほう
空凍結乾燥法です。西宮冷
蔵という民間の会社がありまして、そこの会社に
１ヶ月間史料を冷凍保存する場所を無料で貸して
いただきました。総数として段ボール 40箱近い
文書が運び込まれました。それを手作業で乾かす
のはとても無理でして、機械に頼るしかないなと
いうことになり、凍結保管をしました。その間に
真空凍結乾燥法をしていただける機関を探しまし
た。実はこれに関しては、考古学の方に非常にお
世話になりました。考古のほうでは、関西２府４
県でのネットワークがあるそうで、まず兵庫県に
協力依頼をしました。すると兵庫県から神戸市と
滋賀県立安土城考古博物館に声をかけていただき
まして、最終的に３つの機関で乾かしていただく
ことができました。
　この真空凍結乾燥という方法なんですけれど
も、これは水が真空状態になったときに、気体か
固体にしかならないという性質を利用していま
す。まず凍結するのは何故かということなんです
が、凍結は基本的にはカビの繁殖を防ぐためで、
必ずしも凍結する必要はないらしいんですけれど
も、凍結した状態でこの機械に入れて温度をどん
どん上げていくんです。中は当然真空状態なので
すが、その状態で温度を上げていくと固体から液
体ではなくて気体に変わるわけです。その気体の
部分を吸引していくと、水分がどんどん抜けてい
きます。ちょっと言い忘れましたけれども、実際
この機械を使って紙史料を乾かすという経験がこ
れまでどの機関もなかったそうですので、一番最
初にサンプルをつくって、それを 1つの機関に
提供して、乾かしていただき、そこで出た結果を
それぞれの機関に送り、サンプルでの測定結果に
合わせて機械を動かしていくということをしてい
ただきました。今日はそのサンプル史料を持って
きました。これをお渡しして乾かしていただきま
した。中も固着せずに割にきれいにぱらぱらと開
くことができるので、もしよろしかったら、皆さ
んも実際に触れてみてこの開きぐあいを試してみ
ていただけたらと思います。
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　大量の水損史料がある場合は、機械による乾燥
が理想でして、今回は非常にスムーズに自治体や
企業との連携がとれたことによって、40 箱近い
史料を乾かせました。その一方で、これまで行なっ
てきた中で大きな意味をもつのがワークショップ
です。また後でご説明しますけれども、「日常的
にそろうようなもので乾かすことができる」とい
うことを売り文句にして行なっています。
　駆け足で申しわけありませんが、最後に「資料
の救命士の輪を広げよう」ということで、関西の
各地でワークショップを開催してまいりました。
史料はボランティアの方々の手によっても乾燥さ
せてきたわけですが、現実には作業現場は大変混
乱していました。史料を乾燥させるのは誰にでも
できる作業なので、誰でも参加できるのですが、
逆にボランティアを統制する人たちの数が非常に
少なくて、「今後もしこんなことがあったら」と
いうのを危惧していました。そこで、「一緒にボ
ランティアをまとめていく人が欲しいな」と思い、
リーダーの講習会を開催しました。
　ただ、「活動の最先端に立たせることばかり考
えていないで、誰にでもできるというところに重
点を置いて普及活動を行なったほうがよいのでは
ないか」ということになりまして、まずは史料を
扱う機会が多い史学科の大学院生や学部生を対象
として、大学の研究室にお邪魔して、ワークショッ
プを行なってきました。それ以外にも、歴史資料
保全に関わる地域住民の方々を対象として、ワー
クショップを行ないました。例えば丹波市春日町
棚
たなばら
原地区の人々は、「自分たちの地域にある史料
を何とかその後にも伝えたいので、整理する方法
を教えてほしい」と言って、みずから大学にお越
しになりました。「じゃあ、整理だけでなくいろ
んな技術を提供しますよ」ということで、その一
環として水損史料ワークショップを開催しまし
た。それ以外にも、いくつか講演依頼を受けたと
きにはできるだけ出張するようにしております。
それと同時に、2007 年度より「大学コンソーシ
アムひょうご神戸」の社会連携助成事業「水害で
水損した歴史資料の保全・修復ができるボラン
ティアの養成事業」として、大学間連携でこうし
たワークショップを行なっております。当初は大
手前大学と神戸女子大学、それから神戸大学の
３大学間で行っていたんですけれども、2008 年
度より甲南大学や関西学院大学が加わりまして、
それぞれの大学の学生たちを対象にしたワーク
ショップを行なっております。あるいは自治体や
資料館に勤めいる方々に対しても、この事業の一
環としてワークショップを開催しました。
　こうしたワークショップでは、いつもこうやっ
て最初に講演させていただくんですけれども、そ
の際に、「なぜワークショップを行なうのか」と
いうことをお話しさせていただいております。最
初は「救命士が１人でも」と思っていたんです
けれども、非日常的な災害時の話だけではなく
て、日常的な史料のケアや保存に対して、興味・
関心をもっていただくということにも重点を置く
ようになりました。ですから、災害時に史料を救
うということによって、逆に史料に救われる面も
あるんだということもお話しております。例え
ば、復興後の地域づくりの核となるような場合も
あるんだということをお伝えしています。建物が
きれいになっても、そこに住めるようになっただ
けで、果たしてその「地域」というのは本当の意
味で復興したのかというところを強調しておりま
す。復旧した後、災害以前の状況を本当に取り戻
せたのか、人のつながりはどうか、コミュニティ
はどうかと振り返ったときに、やはり「地域」に
残されてきたものが、その地域で暮らしてきた人
たちが集まるきっかけですとか、あるいは次のス
テップを踏み出すきっかけになっていったりする
んです。その一つとして史料というのがあるんで
はないかと思っています。その史料を救うことに
よって、今度は逆にコミュニティですとか、その
後の生活の再生の一つの手だてとなり得ると考え
ています。それを「心の復興」と呼んでいるんで
すけれども、私もそれに賛同しまして、こうした
言葉を使わせていただいています。「災害とは何
か」「被災するということは何か」という話と関
わってくるんですが、史料を救うという経験、そ
れから史料に救われるという体験というのは、地
域の人が地域史料を地域遺産として見直す作業で
もあります。だから、これまで全然知らなかった
ものだけど、改めて目の前にしたときに、「ああ、
大事だ」と認識するような、そういう見直しを行
なうきっかけにもなってきます。災害が起こらな
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くても、例えば災害の疑似体験をしていただくよ
うなワークショップですとか、こういうお話の場
を通して、「地域にどういう史料があるんだろう」
と日常的に考えるようになってくるわけです。そ
して、実はその日常時に史料に起こっている問題
のほうが、災害時に起こる問題よりも非常に大き
いのです。その大きさをもまた伝えていければと
思っています。
　過疎化が進んでいる限界集落であったり、世代
交代が進まなくて「人」の維持ができない地域、
つまり史料を守る側の維持ができないような地
域・地方というのがとても増えています。ですか
ら、こうしてふだん何気なく過ごしている間に、
どんどん史料が捨てられたり、あるいは売却され
たりしています。そういう史料は、災害が起きな
くても危機的な状況にあるということに対して、
ある程度敏感になってほしいという願いがありま
す。その日常と非日常と、この両方の場において
史料の危機というのを何とか伝えたいなと思っ
て、こういうワークショップをしております。地
域が史料を「活かす」んですけれども、逆にその
史料もまた、その地域を「活かす」ことができる
んだということをお伝えしております。
河野　未央（こうの　みお）
　尼崎市立地域研究史料館嘱託職員。歴史資料
ネットワーク個人運営委員。専門は日本近世史。
主な論文に、「近世初期における摂津国沿海地域
秩序の形成～いわゆる「三ヶ浦」システムについ
て～」（『神戸大学史学年報』21 号、2006 年）、
「18 世紀における西摂津沿海地域と浦役負担」
（『尼崎市立地域研究史料館紀要　地域史研究』
36巻 1号、2006 年）などがある。
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水損史料の乾燥修復作業（冊子の場合）
①マスクの着用
●室内にて修復作業を行なう際は、衛生面を考慮
　してマスクを着用します（今回は実際の史料を
　使用していないため、マスクは未着用）。
②史料全体の水分をとる
史料を水に浸す
新聞紙で全体の水分をとる
● 実際の水損史料は泥水に浸かったものですが、
今回は冊子を一旦水に浸すところから始めま
す。
③重量の測定（吸水前）
● 吸水作業後に再度測定し、比較するため、　吸
水前の数値を記録しておきます。
④エタノールの噴霧
●殺菌のためエタノールを噴霧します。少しでも
　臭いがしたら噴霧したほうが良いでしょう。な
　お、エタノールを噴霧する際には、ゴム手袋を
　着用します。
◆用意するもの◆
ペーパータオル・エタノール・スプレーボトル（エ
タノールを噴霧する際に使用）・新聞紙（作業台
に敷くなど）・マスク・ゴム手袋・竹べら・水をはっ
たパレット・計量器
※指輪・ブレスレット・ネックレス・ヘアピンな
　ど、史料に損傷を与える危険のあるものは、あ
　らかじめはずしておきます。
● 綴じ目の部分が乾燥しにくいので、そこに留意
して水気をとります。
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⑤史料の吸水
竹べらを使って史料を展開する
史料の間にペーパータオルを挟みこむ
軽く押して吸水させる
吸水後のペーパータオル
⑥重量の測定（吸水後）
● 吸水前の数値と比較することで、どれだけ水分
が吸収されたかがわかります。
●  5 回以上この作業を繰り返すのが理想ですが、
3回目、4回目で作業を終了することも可能で
す。
ワークショップの様子
